

























































































































































か き う ど
宇土敦
あつこ
子、諏訪　孝子、西岡　恵美、伊藤　裕子、小林　栄美、
野口　康子、三浦　智美
【目的】糖尿病合併妊娠で下肢切断ハイリスク患者の夫婦に対し行ったアプローチを振
り返り、夫婦の協力態勢と情緒的関係性を深めた支援過程を考察する。【方法】事例報
告。診療録、看護記録から対象者への多職種アプローチと夫婦の療養行動変化を整理
し支援を考察する。倫理的配慮：院内倫理審査で了承を得た。事例紹介：A氏、糖尿
病合併妊娠中で左足趾切断歴・慢性潰瘍形成で松葉杖使用中。【結果】カンファレンス
で看護師より患者の患肢への負担軽減の必要性と、夫の育児への役割意識が高まるよ
うパパクラス参加を提案した。参加直後、助産師より夫に伺うと「参加してよかった。
何をするかは自分では気づかないから言ってくれればやる」と発言された。ミルク作
りやおむつ替えにも興味を示す発言が聞かれた。医療者も外来受診時に、夫が育児協
力への意思や態度があることをA氏に改めて伝え共に喜んだ。受診の際、A氏からは
家庭での育児に対する夫の会話が聞かれるようになった。さらに食事記録と血糖測定
の再開、食事への療養行動の変化もみられた。【考察】夫はパパクラス参加で育児に対
する手ごたえが感じられ役割意識が芽生えたと思われる。医療者の夫への意図的な関
わりは夫の育児協力への意思を引き出し、家庭での協力態勢を築くきっかけに繋がっ
たと思われる。夫のパパクラス参加を契機に出産や育児協力に関する会話が夫婦の関
係性を深める糸口となったと思われる。夫の意思はA氏の心の支えとなりA氏の自己
管理意識を高め、療養行動の変化に繋がったと考えられる。慢性疾患においてライフ
イベント時における医療者の介入のタイミングや、変化の可能性を見逃さない意図的
な関わりは夫婦の協力態勢を深め、情緒的関係性を調整する重要な役割と考える。
